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現 在 実 施 し て い る 調 査 等

第１回 福岡市地下鉄七隈線延伸工事現場における道路陥没に関する検討委員会
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参考資料-1 No２ボーリング調査結果

■調査結果

調査箇所：No.２

調査期間：平成28年11月23日～平成28年11月25日

JR博多駅方面天神方面

No.1
No.2

No.3

No.5

（陥没範囲）

No.4

参考資料

【調査地点No.２の地質概要】

GL-0.00～-3.25 舗装・砕石
GL-3.25～-9.20 流動化処理土
GL-9.20～-12.90 ゆるい砂
GL-12.90～-16.45 地山（N値が20前後）
GL-16.45～-17.0 地山（強風化泥岩、N値12前後）

5m

10m

15m

流動化処理土

ゆるい砂

洪積砂礫

ボーリング柱状図

流動化処理層

ゆるい砂層

地山層

ボーリングコア写真（GL-0.00～-17.00m）

Ｄ2層



参考資料-2 No3ボーリング調査結果
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■調査結果

【調査地点No.3の地質概要】

GL-0.00～-3.05 舗装・砕石
GL-3.05～-9.00 流動化処理土
GL-9.00～-11.20 ゆるい砂と流動化処理土が混在
GL-11.20～-14.45 ゆるい砂

（GL-7.6～-7.7でCo殻混入）
GL-14.45～-16.7 地山（N値が17前後。）
GL-16.7～-17.9 地山（強風化泥岩、N値30前後）

ボーリング柱状図

調査箇所：No.3

調査期間：平成28年11月21日～平成28年11月22日

ボーリングコア写真（GL-0.00～-17.90m）

流動化処理層

ゆるい砂層

地山層
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15m

流動化処理土

流動化処理土

ゆるい砂

洪積砂礫

JR博多駅方面天神方面

No.1
No.2

No.3

No.5

（陥没範囲）

No.4
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流動化処理土
と砂の混合部

Ｄ2層
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■調査結果

【調査地点No.4の地質概要】

GL-0.00～-3.30 舗装・砕石
GL-3.30～-5.75 流動化処理土
GL-5.75～-6.20 ゆるい砂と流動化処理土が混在
GL-6.20～-8.80 ゆるし砂

（GL-7.6～-7.7でCo殻混入）
GL-8.80～-10.00 地山（目視でDag層と認められ，

N値が20前後得られたことから）
ボーリング柱状図

調査箇所：No.4

調査期間：平成28年11月18日～平成28年11月20日

ボーリングコア写真（GL-0.00～-10.00m）

流動化処理層

ゆるい砂層

地山層
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10m

JR博多駅方面天神方面

No.1
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No.5

（陥没範囲）

No.4
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流動化処理土

ゆるい砂

洪積砂礫



■調査結果

調査箇所：No.5

調査期間：平成28年11月20日～平成28年11月23日

参考資料-4 No5ボーリング調査結果

ボーリングコア写真（GL-0.00～-17.00m）

流動化処理層

ゆるい砂層

地山層

洪積砂礫 Ｄ２層

銅線

コンクリート片
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【調査地点No.5の地質概要】

GL-0.00～-3.40 舗装・砕石
GL-3.40～-9.95 流動化処理土
GL-9.95～-13.90 ゆるい砂、貝殻・銅線等を混入
（GL-11.0～-11.35、-12.1～-12.30でCo殻混入）
GL-13.90～-16.80 地山（Dhs2層）
GL-16.80～-17.00 地山（D2層，強風下泥岩。

N値が20前後。）

貝殻

ボーリング柱状図
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（陥没範囲）

No.4

参考資料
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■今後の監視体制

① 目視による監視

供用～24時間：監視員を常時配置

１日～６日後 ：１時間毎の監視

７日～２９日後：３時間毎の監視

３０日後～ ：１日１回の監視

② 沈下計を路面に設置し沈下を監視

１１月１５日設置（１０分に１回自動計測）

③ 層別沈下計を地層内に設置し沈下を監視

１１月２4日 NO.3設置完了

１１月２５日 １６：００～計測開始（最低１回／１時間）

■層別沈下計設置位置 （歩道部No.1及びNo.3の４測点）

番号 設置深さ

No.1-1 dAg層（地山部）

No.3-1 流動化処理土の下部

No.3-2 No.3-1とNo.3-3の中間

No.3-3 Ｄ２層の上部

NO.1 NO.2 NO.3

流動化処理土

1
1

2

3

as
dAs

dAg

dHs2

D2

多点式変位 フィールドロガーⅡ

モバイル
ルーター

現 場

事務所

モバイル
ルーター

計測用ＰＣ

インターネット回線

層別沈下計設置深さ

■計測システム

参考資料-5 今後の監視体制
参考資料
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参考資料-6 地盤改良工法の選定
参考資料
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参考資料-7 薬液注入工法の選定
参考資料
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参考資料-8 注入材料の選定
参考資料
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